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別紙３ 

 

厚生労働行政推進調査事業費補助金（新興･再興感染症及び予防接種政策推進研究事業） 

（総合）研究報告書 

 

愛玩動物由来感染症のリスク評価及び対策に資する、発生状況･病原体及び宿主動物に関する研究 

 

研究代表者 今岡浩一 国立感染症研究所 獣医科学部 室長 

 

研究要旨： 本研究では、現在国内で起こっている愛玩動物由来感染症を中心に、さらに、認

知度は低いが重篤な症状をもたらしている感染症、これまであまり注意が払われていなかった

愛玩動物と耐性菌の問題など、国民が現実的に直面しうる新たな問題にも焦点を当ててきた。

初年度から３年度にかけて、以下の様な成果を得た。１）(1) C. canimorsus国内分離株の薬剤感

受性試験を実施し、ゲノム上に存在するβ-ラクタマーゼ等の薬剤耐性遺伝子を同定し、その保

有状況を明らかにした。(2) C. canimorsus国内分離株の莢膜遺伝子型のタイピングにより、患者

分離株で主要な莢膜型が、イヌ・ネコ口腔内分離株では検出されず、両者の莢膜遺伝子型の構

成比が大きく異なることを明らかにした。２）(1) 愛知県知多半島の野犬の調査により継続的に

エキノコックス陽性例を検出し、その定着中心地を明らかにした。(2) 北海道の農村部飼育犬に

では実際には従来の知見よりもエキノコックス感染率が高いことを明らかにした。３）愛玩動

物由来クラミジア目細菌感染症では、愛玩鳥における保有率が4.8%と依然とほぼ同様でリスク

が継続していることを確認した。さらにTNR猫の調査により、22.2%がC. felisに感染しているこ

とを示した。４）愛玩用エキゾチックアニマル関連では、(1)展示施設や流通過程の流行病・異

常死を解明し、動物および人への感染拡大阻止対策を行った。(2)また、TNR猫（Trap-Neuter-Re

lease）野良猫、地域猫）におけるSFTSV、C. ulcerans、クラミジアなどの感染状況調査を実施

し、これらの動物の公衆衛生上のリスクをTNR事業者、地方自治体などに注意喚起した。(3) 

海外からのZoonosis侵入阻止のため、愛玩用に輸入され国内の空港に死着したフェレットを疫学

的、病理学的およびウイルス学的に検討し感染症でないことを示した。５）(1) TNR猫の薬剤耐

性菌保有率を明らかにした。(2)動物病院に来院した家庭猫のうち、治療処置を行っている動物

は、むしろTNR猫よりも高いAMR保有率を示し、多剤耐性菌も認められた。６）これらの成果

は論文、学会報告、総説等により適宜、情報発信を行った。また厚労省HPに掲載されている「カ

プノサイトファーガ感染症に関するQ&A」の更新、さらに、初年度には、厚労省が毎年、作成

して配布している「動物由来感染症ハンドブック」の2019版への改訂において、その改訂作業

を担当し、大きく内容・レイアウトを変更し、当研究班の目的とする国内で感染患者が報告さ

れている、より身近な（愛玩）動物からの感染が危惧され、一般国民に啓発する必要がある動

物由来感染症に重点をおいた改訂を行った。当該ハンドブックについては、以降も毎年更新版

への改訂作業に協力している。さらに、愛玩動物由来感染症に関する情報発信のための関連We

bページの作成を開始している。しかしながら、セミナー等については、COVID-19流行の影響

も有り、具体化できなかった。また、3年目にはブルセラ症診断に使用されているB. canis抗原

の市販品が生産中止となったため、厚労省と対応を協議した後、in houseでB. canisの検査用抗

原を作成し、行政検査としてブルセラ症の検査を一括して実施することになった。 

 

研究分担者： 鈴木道雄（国立感染症研究所・主

任研究官）、森嶋康之（国立感染症研究所・主任

研究官）、福士秀人（岐阜大学・教授）、宇根有

美（岡山理科大学・教授）、小野文子（岡山理科

大学・准教授） 

 
研究協力者： （1~3年目）杉山広、山﨑浩（国
立感染症研究所寄生動物部）、八木欣平、孝口裕
一、入江隆夫（北海道立衛生研究所感染症グルー
プ）、前田健（国立感染症研究所獣医科学部）、
立本完吾（山口大学農学部）、畑明寿（岡山理科
大学獣医学部）、佐々悠木子（東京農工大学農学
研究院動物生命科学部門）徳田昭彦（竜之介動物
病院） 

（2~3年目）大川恵子（竜之介動物病院）、山田
恭嗣（やまだ動物病院）塚田英晴、内田悠（麻布
大学獣医学部）藤谷登、黒木俊郎（岡山理科大学
獣医学部）下田宙（山口大学共同獣医学部）松本
一俊（熊本県保健環境科学研究所）泉谷秀昌（国
立感染症研究所細菌第一部） 
（1年目）古川一郎（神奈川県衛生研究所）、大
迫英夫（熊本県保健環境科学研究所）、眞田靖幸
（小鳥の病院BIRD HOUSE CBL）、大松勉、水
谷哲也（東京農工大学農学部） 

 

Ａ．研究目的 

 近年、日本では年々高齢化が進んでいるが、愛

玩動物の飼育者は増加し、飼育形態や関係の変化
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により、その距離もますます近く、ひいては感染

リスクも増大している。近年、イヌの飼育頭数は

減少傾向にあるが、逆にネコが増加してきている。

現在、イヌ･ネコだけでも20％を超える世帯で飼

育され、高齢者世帯でも高い飼育率を示している

（ペットフード協会HP）。一般的に感染症は、ホ

ストの免疫状態が低下すればするほど易感染性

となり、かつ重症化しやすく、高齢はその重要な

リスク因子でもある。よって、愛玩動物由来感染

症は今後、注意を要し、対策を早急に講じておく

べき公衆衛生上の問題である。 

そこで本研究では、最も身近なイヌ･ネコ由来

感染症（カプノサイトファーガ感染症等）、野生

動物からイヌ･ネコを介してヒトに感染する感染

症（エキノコックス症等）、愛玩鳥類由来感染症

（オウム病等クラミジア感染症）、エキゾチック

アニマル及び輸入愛玩動物由来感染症（サルモネ

ラ、エルシニア、真菌症等）、愛玩動物の耐性菌

（AMR）、AMRの動物と人の相互感染リスク、

さらに愛玩動物の新たな飼養形態とも言える地

域猫について検討を行う。 

さらに、我々の研究だけでは補えない部分につ

いては、公開されている情報（医中誌、各種学会

抄録、その他文献等）の精査により、網羅的に愛

玩動物由来感染症の現状を把握し、国内における

問題点を明らかにすることにしている。研究期間

を通じて、その発生状況、病原性発現機構、各宿

主動物における侵淫状況等を検討し、リスク評価

を行い、また、そのリスクに応じた適切な検査･

治療方法、対処･予防方法を開発、明示していく

ことは、公衆衛生上、強く要望されている事項で

ある。また、愛玩動物由来感染症については、20

06年3月に「愛玩動物の衛生管理の徹底に関する

ガイドライン2006」が作成･公開されているが、

その後、愛玩動物由来感染症における重篤な症例

の報告や新たな感染症の顕在化、国内の高齢化進

展など易感染者の増大や飼育形態･対象動物の変

化（室内飼育の増大、より緊密な接し方の常習化、

エキゾチックペットの飼育における種と数の増

大など）が認められることから、本研究により得

られるデータ、エビデンス等の成果を反映してガ

イドラインの更新、その他の啓発のための手段と

してパンフレット、Web、セミナー等による情報

発信を行う事を検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

１．各種愛玩動物由来感染症の発生状況 

1999年4月1日施行の感染症法に基づく感染症発

生動向調査で1～5類感染症に指定されている感

染症のうち、広義の動物由来感染症と考えられる

疾病について、感染症発生動向調査週報（IDWR）

より、その患者報告数を調査した。 

 

２．カプノサイトファーガ感染症等に関する調査

研究 

１）カプノサイトファーガ感染症発生状況の調査、

臨床分離株の収集： 医療機関から検査依頼や情

報提供のあった症例に加えて、その他の国内症例

報告を医中誌、各種学会抄録集、ウェブサイトを

検索して集めた。 

２）カプノサイトファーガ属菌国内分離株の莢膜

型遺伝子タイピング： 国内臨床分離株計70株（C.

 canimorsus 65株、C. canis 3株、C. cynodegmi 2

株）及び国内でイヌ・ネコ口腔から分離されたC. 

canimorsus計26株（イヌ口腔分離株21株、ネコ口

腔分離株5株）についてPCR法を用いた莢膜型遺伝

子タイピング(莢膜型A～E)を実施した。 

３）C. canimorsus臨床分離株の薬剤感受性試験（E

test）： 計7剤に関して、Etestを用いてMICを測

定し、各薬剤のMIC90を算出した。 

４）ゲノム解析データからの多糖類利用能関連遺

伝子及び薬剤耐性遺伝子探索： C. canimorsus国

内臨床分離株17株及び国内イヌ・ネコ口腔分離株

9株、C. canisのイヌ・ネコ口腔分離株4株の計30

株を次世代シーケンサーによって全ゲノム解析

し、ドラフトゲノムを構築してアノテーションを

行い、多糖類利用能関連遺伝子座及び薬剤耐性遺

伝子を探索した。 

 

３．イヌのエキノコックス症に関する発生状況調

査と感染予防に関する研究 

１）感染実態調査： 愛知県知多半島では、最初

にエキノコックス感染犬が捕獲された阿久比町

を含む2市4町を調査地と設定し、野犬の生息確認

を行いながら、生息地では糞便検体を採取した。

調査地は陽性検出の追加にともなって順次拡大

し、最終年度は5市5町で実施した。北海道では東

部の根室管内農村部の飼育犬を対象として糞便

を採取した。収集した糞便は市販専用カラムを用

いて糞便内DNAを抽出し、12SリボソームRNA領

域またはcox1領域を標的としたPCR法により寄生

虫由来DNAの検出を行った。また、ホルマリン酢

酸エチル遠心沈殿法もしくはショ糖遠心沈殿法

を用いて虫卵検査を行い、テニア科条虫卵が検出

された場合はこれを出発材料として上記領域の

塩基配列を解読し、寄生虫種を同定した。 

２）飼い主へのアンケート調査： 北海道の調査

地では、糞便採取を承諾した飼い主98名に対し、

中間宿主の捕食などエキノコックス感染に直接

寄与するイヌの自由行動の状況を聞き取るとと

もに、ヒトとイヌのエキノコックス感染に対する

知識・理解度を尋ねるアンケート調査を行った。 

３）野犬発生状況調査： 保健所または動物管理

関係事業所に抑留または保護される放浪犬をOIE

の定義に従って区分すると「放し飼い犬（飼い主

に行動を管理下されず、自由に徘徊）」「野良犬
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（飼い主がおらず、自由に徘徊）」「野犬（野生

化し、ヒトに依存せず繁殖）」の3種に大別され

る。エキノコックス症の生活環維持において最も

重要性が高いのは中間宿主の捕食頻度の高い「野

犬」と考えられる。そこで各地で抑留または保護

されるイヌの発生状況を知り、それが上記3種の

いずれに相当するものか推定することを目的に、

選択式と自由回答を併用した質問票を作成した。

これを全国自治体の狂犬病予防担当150箇所に電

子メールで送信した。次いで回答が寄せられた自

治体の野犬発生状況を都道府県単位で以下のよ

うに区分した。（1）野犬がいて、かつ繁殖して

いる。（2）野犬はいるが、繁殖はしていない。

（3）野犬はいない（放し飼い犬や野良犬はいる）。

さらに「日本の動物分布図集」（環境省）の中間

宿主（ハタネズミ亜科齧歯類）生息情報を用い、

エキノコックスが侵入した際、野犬を中間宿主、

ハタネズミ類を中間宿主とする生活環が成立し

うるかどうかを評価した。 

（倫理面への配慮）本研究では実験動物を用いた

研究でなく、また試料も自然排泄された動物糞便

であることから、倫理面への配慮を必要とする点

はない。 

 

４．愛玩鳥を始めとした動物におけるクラミジア

感染症の調査研究 

１）クラミジア保有状況調査： 鳥類のクラミジ

アの保有状況調査を研究協力者である佐々博士，

宇根博士および小野博士と連携し実施した。ネコ

におけるクラミジアの保有状況を調査するため、

宇根博士および小野博士と共同で地域ネコから

咽頭および直腸の擦過物を収集した。岐阜県にお

いてダニを採取した。鳥類，ネコおよびダニの収

集材料からDNAを抽出し、PCRによりクラミジア

の検出を行った。増幅産物の塩基配列を直接解読

法により解読し、クラミジアの同定を行った。 

（倫理面への配慮）鳥類の糞便採取において侵襲

はなく、適切な採取を行った。去勢および避妊手

術は麻酔下で実施され、病原体保有調査のための

採材は、動物が十分に麻酔されている時間に実施

された。 

 

５．エキゾチックアニマルの疾病解析と病理学的

検索 

１）愛玩用・展示用エキゾチックアニマル関連で

は、異常死（動物園における神経症状を呈するニ

ホンザル散発事例、羊の散発死事例やハイラック

ス連続死事例、空港における輸入フェレットの死

着事例など）や大量死事例（輸入直後から次々に

死亡したサザナミインコの事例、輸入ペット用シ

リアンハムスターの大量死事例など）が確認され

た際に、病性鑑定を実施し、その原因を検討し、

感染症か否かの判断、当該者への対応の助言を行

った。以下、抜粋して報告する。(1) シリアンハ

ムスターの甚急性サルモネラ症による大量死：日

本の１動物輸入会社で、2019年11月12日より12月

2日までに約620匹のシリアンハムスターが、5匹

を残して死亡した。死亡個体35匹および生き残っ

たシリアンハムスター5匹を、定法に従って病理

学的に検索するとともに、各種臓器および糞便を

細菌学的に検索した。 (2) 2019年3月28日から201

9年5月6日にかけて国内の某動物園で29頭のうち

15頭のハイラックスが死亡し、病性鑑定を行った。

いずれも目立った臨床兆候や下痢はなく短い経

過で死亡した。当時、ハイラックスの飼育施設は

大型の水槽で、成獣17頭と幼獣12頭（オス10頭、

メス19頭）を26頭と3頭に分けて飼育されていた。

さらにそのうちの3頭は2頭と1頭に分けられて別

のケージで飼育されていた。飼育施設内ではネズ

ミが確認されていた。(3) 某動物園で集団飼育さ

れていた16頭のニホンザルのうち、6頭が約1カ月

間に発症した。症状は、活力低下、沈鬱、嗜眠、

振戦、発熱（死亡例2頭）、チアノーゼ(死亡例2

頭）で、末期に高度の呼吸困難を示して、4頭が

死亡した。死亡原因究明のため、各種臓器の病理

学的検索と分子生物学的検査、寄生虫学的検査等

を行った。(4) 発生状況はアメリカから輸入され

たフェレット50匹（５ケース、10匹/ケース）すべ

てが死亡していた。死亡時の状況を把握したのち

に、死亡したフェレットを病理解剖し、定法に従

って病理組織学的に検索するとともに、微生物学

的検査として、ウイルス検査を国立感染症研究所

前田健先生に依頼した。 

２）熊本県で実施されているTNR活動（Trap-Neut

er-Return：地域ネコを一時的に保護し、不妊手術

を施し、元の場所に戻す）に参加して、2017年、

2018年と病原体保有調査（血清で重症熱性血小板

減少症候群ウイルス（SFTSV）に対する抗体、お

よび咽喉頭スワブでコリネバクテリウム・ウルセ

ランス（C. ulcerans）の検出）を行った。 

 

６．愛玩動物における薬剤耐性菌に関する調査研

究 

１）検査材料： 地域ネコの検体は竜之介動物病

院（熊本県熊本市中央区）徳田竜之介院長が行っ

ている地域ネコの去勢避妊を行った後、地域に戻

す活動（TNR活動）で施術されたネコから採取し

た検体より分離した大腸菌について薬剤耐性の

検索を実施した。材料の採取は、術後麻酔覚醒時

に直腸より、シードスワブ１号（シードスワブ® 

γ1号‘栄研’）を用いて直腸内から直接採取した。

なお、スワブを採取前に抗生物質投与が行われた

場合は採取を行わなかった。個体情報は性別およ

び捕獲場所情報について提供いただいた。当該病

院に連れてこられるネコは熊本県のみでなく、大

分、福岡、佐賀と広く九州地方から来院している。
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また、同動物病院に来院した健常動物（ワクチン

接種、健康診断のため来院する動物）及び患者動

物（疾患治療のため来院する動物）および愛媛県

内動物病院に来院したネコもしくは病院内で飼

育されているネコから採取した直腸スワブより、

大腸菌を分離しAMRの検索を実施した。家庭動物

のアンケート調査を依頼するにあたり動物病院

への協力要請とともに、飼い主へのインフォーム

ドコンセントを行い、直腸スワブを採取していた

だいた。また、希望者には血液生化学検査を実施

し、患者動物への情報フィードバックとともに、

個体情報アセスメントに用いた。 

２）大腸菌分離同定： 糞便のサンプリングには

シードスワブ１号を用い、XM-G寒天培地（日水

製薬）に塗抹し、35℃で24-36時間、好気的条件で

培養した。XM-G寒天培地上で大腸菌の特徴であ

るβ-グルコロニダーゼ陽性の青色コロニーを2株

釣菌した。XM-G寒天培地に塗抹しシングルコロ

ニーをNA寒天培地に塗布し、再度シングルコロ

ニーを採取した。採取したコロニーをNA寒天培

地で増菌し、30％グリセリン加NA液体培地に採

取し凍結保存するとともに、Prepman（Thermo Fi

sher scientific）に菌株を浮遊させた後98℃10分加

熱後、10000rpm 3分遠心分離し、上清を採取し

た。採取した上清を用いてPCR法により大腸菌の

同定を実施した。E.coli検出用プライマーは、EC

O-1：GACCTCGGTTTAGTTCACAGA、ECO-2：C

ACACGCTGACGCTGACCAを合成し用いた。増幅

条件は94℃15分加温後、94℃35秒、50℃10秒、74℃

35秒を35回繰り返したのち、45℃2分保温後4℃で

維持した。陽性コントロールとして大腸菌標準株

DNAを用いて電気泳動を行い、585bpの増幅産物

を確認したものを大腸菌と同定した（RONG-FU 

WANG et.al., PCR Detection and Quantitation of 

Predominant Anaerobic Bacteria in Human and A

nimal Fecal Samples. Appl Environ Microbiol, 12

42-1247, 1996）。 

３）薬剤感受性試験（ディスク法）：  1頭の動

物より大腸菌が検出された場合、各2株の大腸菌

株を分離保存し、薬剤耐性菌検索の供試株は、１

検体あたり1株についてディスク法により薬剤感

受性試験を実施した。試験はCLSI（臨床検査標準

協会）に準拠して実施した。ディスク法の供試薬

剤は、JVARMと厚生労働省院内感染対策サーベイ

ランス事業（JANIS）の対象薬剤を考慮した20種

とし、BDセンシ・ディスク（日本ベクトン・ディ

ッキンソン）を用いた。なお、耐性限界値は、C

LSI M100-S24に記載のものについてはその値と

し、規定されていない薬剤については評価しなか

った。精度管理株には、CLSIで規定されているEs

cherichia coli（ATCC 25922、ATCC 35218）、Ps

eudomonas aeruginosa（ATCC 27853）を用いた。

感受性試験を行う際の菌液調整はプロンプトキ

ット（BD）を用いて行った。凍結保存菌株をNA

培地で35℃24時間培養後、プロンプト接種棒で5

コロニーを採取後プロンプト接種チューブ内に

懸濁した溶液を用いてミューラーヒントン寒天

培地に調整した菌液を塗布し、ディスクを配置し

た。ミューラーヒントン寒天培地は35℃で培養し、

24時間以内に阻止円計測により判定を行った。 

４）薬剤感受性試験（微量希釈法）：ディスク法

による薬剤感受性試験で何らかの薬剤耐性がみ

られた検体を対象として、同一検体から得られた

大腸菌2株についてバイテック2コンパクト（ビオ

メリュー・ジャパン株式会社）を用いて薬剤感受

性試験を行った。バイテック2感受性カードには

グラム陰性菌感受性カード（AST-N269）を用い

た。この測定方法は微量希釈法に基づき、ブレイ

クポイントはCLSIに準拠している。 

（倫理面への配慮）去勢および避妊手術は麻酔下

で実施され、採血および直腸スワブ採取は動物が

十分に麻酔されている時間に実施した。また、材

料採取後に抗生物質を投与し、術後感染防御につ

とめた。動物からの採材については岡山理科大学

動物実験委員会の承認を得て実施した。 

 

７．その他 

１）これまでに集めたデータ並びに本研究班の成

果を踏まえ、「動物由来感染症ハンドブック」（資

料１）の改訂作業を行った。さらに、愛玩動物由

来感染症に関する情報発信のための関連Webペー

ジの作成を開始した。 

２）野生ラットからの感染が毎年報告され、愛玩

用ラットの保菌も報告されている鼠咬症につい

て、Streptobacillus属菌種を鑑別可能なPCRセット

の構築を行った。また、Etestによる薬剤感受性の

検討を行った。 

３）愛玩動物由来感染症の一つである犬ブルセラ

属菌感染症の検査に使用しているB. canis抗原の

シングルサプライヤーが急遽、2019年度製造の抗

原を最後として、2020年度からは製造をしないと

決定、2020年6月に通知してきた。そのため約4ヶ

月後の最終ロットの有効期限である2020年10月

を過ぎると抗原を入手も使用もできず、ブルセラ

症の臨床検査機関による抗体検査診断が、事実上、

不可能となる事態が引き起こされた。そこで、厚

生労働省との緊急の協議の結果、我々がB. canis

の検査用抗原を作成する事になったが、GLPに準

拠しておらず民間検査機関に提供はできないた

め、当方で、行政検査として検査を一括して実施

することになった。 

 

C．研究結果 

１．各種愛玩動物由来感染症の発生状況調査 

（資料２）に示すように、日本は世界でも例外的

に動物由来感染症の発生が少ない国である事が
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わかる。また、（資料３）に国内で起こりうる愛

玩動物由来感染症の種類と感染源動物、感染経路

をまとめた。非常に多くの感染症があるが、実は、

感染症法の対象外の疾患の方が患者数は多いと

推測される。また、細菌や寄生虫感染症が多く、

ウイルス感染症が少ない。ウイルス感染症では、

マールブルグ病、ラッサ熱、サル痘、ハンタウイ

ルス肺症候群、狂犬病など、重篤なものが知られ

ているが、現在、日本では感染源動物は、輸入検

疫、輸入禁止、輸入届出制度の対象になっており、

国内での発生はないからである。代表的なウイル

ス感染症である狂犬病や腎症候性出血熱が清浄

化している現在、問題となるのは、近年その発生

が注目され、実際にイヌ・ネコでの感染やヒトへ

の感染源となった例が確認されているSFTSくら

いと考えられる。また、動物から人への病原体の

伝播は距離が近いほど容易になるので、古くから

関係が親密なイヌ・ネコも、実は注意が必要な動

物であり、多くの感染症の感染源となっている。 

 

２．カプノサイトファーガ感染症等に関する調査

研究 

１）カプノサイトファーガ感染症発生状況の調

査： カプノサイトファーガ感染症について、依

頼検査あるいは文献的情報収集によって3年間で

計21例（うち死亡3例）を把握した。いずれも原

因菌はC. canimorsusであった。1993年に最初の患

者が報告されて以来、2020年末までに、計114例

（イヌ咬掻傷66例、ネコ咬掻傷23例、動物との接

触歴のみ21例、不明4例）を把握し、うち22例が

死亡症例（イヌ咬傷12例、ネコ咬掻傷5例、動物

との接触歴のみ4例、不明1例）であった（致死率

19.3%）。患者の年齢は20～90代で、40代以上が9

6％を占め、平均年齢は約65歳であった。また、

性別は男性84例、女性30例で男性が74％を占めた。

症状は敗血症が80％超を占め、報告されている患

者の大半が重症例であった。 

２）カプノサイトファーガ属菌国内分離株の莢膜

型遺伝子タイピング： C. canimorsus臨床分離株

計65株（イヌ由来株50株、ネコ由来株14株、由来

不明1株）では莢膜型A～Cの3タイプが約97％（6

3/65株）を占め、ネコから感染したと考えられる

症例からの分離株(計14株)は全て莢膜型Cであっ

た。た。イヌ・ネコ口腔分離株26株（イヌ由来株

21株、ネコ由来株5株）では莢膜型D型が3株、no

n-typeが23株で、A～C型は検出されなかった。 

３）C. canimorsus臨床分離株の薬剤感受性試験（E

test）： C. canimorsus国内臨床分離株3株につい

て新たに試験を行った。同分離株累計26株につい

て、7種の抗菌薬のMIC（µg/ml）の範囲はそれぞ

れ、ペニシリン0.094->24（MIC90: 12）、オーグ

メンチン0.125-0.5（MIC90: 0.38）、セフトリアキ

ソン0.38-4.0（MIC90: 3.0）、イミペネム0.19-0.5

（MIC90: 0.38）、ゲンタマイシン8.0->256（MIC

90: >256）、ミノサイクリン<0.016-0.75（MIC90: 

0.094）、シプロフロキサシン0.023-1.5（MIC90: 

0.5）であった。本年度試験した1株を含む計5株で

ペニシリン系のMICが8以上を示したが、いずれも

β-ラクタマーゼ阻害剤との合剤のアモキシシリ

ン/クラブラン酸に対しては0.5以下の値を示した。 

４）ゲノム解析データからの多糖類利用能関連遺

伝子座及び薬剤耐性遺伝子探索： C. canimorsus

国内臨床分離株及びイヌ・ネコ口腔分離株につい

て、ゲノム上の多糖類利用能関連遺伝子座（PUL

s）の探索をおこなった。参照ゲノムのC. canimor

sus Cc5株には13種類のPULsが存在するが、この

うち、鉄の利用に関係するとされるPUL3は全ての

菌株に存在した。一方で保有する菌株が最も少な

かったPUL11は3株のみに認められるなど、各菌株

のゲノム上のPULsの存在は菌株によってかなり

差異が認められた。また、シアリダーゼ遺伝子は

イヌ由来株とネコ由来株とでクレードが分かれ

る傾向が認められた。薬剤耐性遺伝子については、

国内臨床分離株では、C. canimorsus 計5株からク

ラスD β-ラクタマーゼ遺伝子であるblaXA-347

が検出された。1株から同じくクラスD β-ラクタ

マーゼ遺伝子であるYbxI遺伝子が検出された。こ

のほか、C. canimorsusのイヌ口腔分離株では、ク

ラスA β-ラクタマーゼ遺伝子であるcfxA遺伝子

が2株から検出されたほか、blaXA-347が1株から、

YbxI遺伝子が2株から検出された。今回検出され

たcfxA遺伝子はβ-ラクタマーゼデータベース（B

LDB）に収載がなく、新規のβ-ラクタマーゼであ

ることが明らかとなった。3年間の解析結果の累

計では、国内臨床分離株65株のうち、6株からク

ラスD-βラクタマーゼ遺伝子が検出され、検出率

は9.2％であった。一方、C. canimorsusイヌ・ネコ

口腔分離株20株中4株からクラスAあるいはクラ

スB β-ラクタマーゼ遺伝子（1株からはその両

方）が検出され、検出率は20.0%であった。 

 

３．イヌのエキノコックス症に関する発生状況調

査と感染予防に関する研究 

１）感染実態調査： 愛知県知多半島の野犬の調

査では、2018年は21地点、2019年は19地点、2020

年は16地点でそれぞれ野犬の生息を確認し、各年

の陽性率は3.3%（5/148）、1.5%（2/134）、1.6%

（1/62）であった。2018年は美浜町、2020年は武

豊町で、これまで陽性例の未検出の地域から陽性

が検出されたが、美浜町についてはその後の調査

で陽性は検出されなかった（武豊町は最終年度確

認のため、今後さらに監視を継続する予定）。ま

た、北海道東部農村部の飼育犬では2018年は7.2%

（5/69）、2019年は6.9%（2/29）の陽性率が確認

された。なお、本研究で検出された飼育犬の陽性

7例はすべて感染症法に基づき所管保健所への届
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出が行われた。 

２）飼い主へのアンケート調査： 半数以上の飼

い主が何らかの形でイヌの自由行動を許可し

（「野原で放すことがある」43例、「誤って放れ

ることがある」6例など）、陽性4例はこのグルー

プから検出されていた。一方、残る3例の陽性例

は行動を一定程度制約される「ロングリードでの

散歩」「散歩をしない＝室内飼育」「常時係留ま

たは檻の中にいる」から検出されていた。エキノ

コックス感染に関する知識・理解度は、ヒトの感

染については正答率が高かったが（「終宿主由来

の虫卵を摂取して感染する」86%など）、イヌの

感染に対しては終宿主と中間宿主とを混同して

回答する傾向が認められた（「キツネから接触感

染」46%、「虫卵を経口感染」11%など）。 

３）野犬発生状況調査： 全国自治体の狂犬病予

防担当150箇所のうち回答を得られたのは128箇

所（85.3%）で、その中で具体的な地名を挙げて

「野生化した犬が生息する」としたのは47箇所（3

6.7%）であった。都道府県単位で野犬の発生状況

を区分すると、40都道府県から有効な回答があり、

そのうち25県で「野犬が繁殖」、1県で「野犬が

存在」、14都道府県で「野犬は不在」であった。

野犬を終宿主としたエキノコックス定着の可能

性を中間宿主の生息状況も加味して評価すると、

23県で「定着の可能性高い」、1県で「定着の可

能性低い」、16都府県で「定着不可能」となった。 

 

４．愛玩鳥を始めとした動物におけるクラミジア

感染症の調査研究 

１）初めに，国内外で用いられているクラミジア

の遺伝子検出系について、検査材料の処理、使用

酵素などの再検討を行った。その結果、16S rRN

Aを対象とし、locked nucleic acids (LNA)を用い

たプライマー、プローブの系（PanChプローブ法）

（Linard J, 2011)が最も安定な結果が得られた。

鳥類の糞便において827検体中493検体からクラ

ミジアDNAが検出された。これらのうちクラミジ

アDNAコピー数が多い（Ct値35以下）検体は40検

体（4.8%）であった。塩基配列解読により，増幅

産物はC. psittaci由来であることが確認された。ド

バトの糞，19検体を調べたところ，いずれからも

クラミジアは検出されなかった。 

２）野良猫材料におけるC. felis保有状況調査では，

C. felisゲノムDNAが11個体、C. felisプラスミドD

NAが27個体、C. felisゲノムおよびプラスミド両D

NAが4個体から検出された。C. felis感染野良猫は

198個体中44個体（22.2％）であった。臨床症状を

示した6個体中3個体がC. felisに感染していた。定

量PCRの結果、1クラミジアゲノムあたり平均4.1

コピーのプラスミドDNAを維持していたことか

ら、C. felisの診断には、プラスミドDNA検出がよ

り感度が高いと考えられた。しかしながら、C. f

elisにはプラスミド非保有株も存在するため、正確

な検査にはゲノムとプラスミドの両DNAを検出

するべきと考えられた。野良猫と濃厚接触する獣

医療従事者はC. felis感染のリスクがあると考え

られるため、本結果は、野良猫を扱う際の感染対

策の重要性を示唆している。 

３）岐阜県内において、ダニの定点採取を行った。

岐阜県のダニからは95匹中41匹からクラミジア

目細菌が検出され、いずれも環境クラミジアだと

考えられた。病原性が報告されているクラミジア

は検出されなかったため、マダニのクラミジアの

リスクは低いと考えられた。 

 

５．エキゾチックアニマルの疾病解析と病理学的

検索 

１）愛玩用・展示用エキゾチックアニマル関連異

常死/大量死事例： (1) シリアンハムスターの甚

急性サルモネラ症による大量死：2019年11月4日

台湾より490匹を輸入し、以前より飼育していた

国内産、約130匹と同居飼育したところ、11月12

日にハムスターが予期せず死亡した。12～14日ま

でに1日当たり約10匹、15～29日までの15日間は、

1日約30匹死亡した。さらに11月30日と12月1日に

各70匹、12月2日に10匹死亡したため、生き残り

の5匹を安楽死した。死亡したシリアンハムスタ

ー20匹（肝臓、肺あるいは糞便）すべてと、生き

残りのうち１匹の糞便から多剤薬剤耐性を示すS

almonella enterica serovar Typhimuriumが分離さ

れた。PFGEパターンは、国立感染症研究所のPF

GEデータベース(2011年以降のデータ)に一致す

るものはなかった。ハムスターの死亡が相次いで

いる期間およびその後も、この施設の従業員や動

物を取り扱った人に下痢などの症状は見られて

いない。(2) 盲腸、小腸、肝臓、リンパ節では100％

の割合で病変が確認できた。盲腸は肉眼的に血液

を混じる水様の内容を入れて拡張しており、多病

病巣性の壊死性腸炎がみられた。組織学的に、粘

膜下織は水腫性に肥厚しており、粘膜から粘膜下

織にかけて多量の菌塊を含む壊死がみられた。小

腸病変は十二指腸で目立った。その他、多病巣性

の肝細胞壊死、脾臓では出血やうっ血、脾臓・リ

ンパ節ともに菌塊を含む壊死性変化が見られた。

Yersinia pseudotuberculosisが分離された。(3) 死亡

したサルに共通して、肺は重量を増し、高度に退

縮不全で暗赤色を呈し、時折、白色斑を認めた。

その他、脾臓の軽度の腫大以外に、目立った変化

はなかった。病理組織学的には、肺の高度の間質

性肺炎、肺水腫、線維素析出（硝子膜形成）、マ

クロファージの遊走、2型肺胞上皮の過形成があ

り、幼若例のサルの肺には多数の原虫を観察した。

肺の検索ができた成体2頭では、原虫を確認する

ことは大変困難で、ごく少数の原虫を認めた。肝

臓、心臓および脳に多発性巣状壊死または非化膿
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性炎症を認めた。なお、検索した脳組織にはしば

しば原虫のシストが観察された。マウスに組織乳

剤を接種したところ、腹水の貯留が認められ、T. 

gondii 特異遺伝子がＰCR検査で確認された。4

頭のサルは急性トキソプラズマ症で死亡したと

診断した。また、発症時期、臨床症状およびトキ

ソプラズマ症治療をした2頭のサルが回復したこ

とから、16頭中6頭に発生したニホンザルの急性

トキソプラズマ症の流行とした。 

 

(4)死後変化が高度に進行していた。いずれの個体

にも硫化水素による腹部を中心に皮膚・腹壁の緑

変がみられた。口粘膜はチアノーゼと口腔内に混

濁した液体がみられた（嘔吐ないしは腐敗液）。

すべての症例で胸腺が発達していて、2匹には腸

間膜リンパ節の腫大もあった。脾腫はみられなか

った。肝臓にうっ血がみられる個体があった。両

心室の高度拡張がみられた。主たる変化は、肺に

みられ、いずれも高度に退縮不全で、暗赤色で重

量を増し、水腫性であった。2匹の肺の一部には

点状から斑状の出血がみられた。気管内も赤色の

液体が観察された。スワブを用いてCOVID-19, 

インフルエンザウイルス、犬ジステンパーウイル

スについて遺伝子検査を実施したところ、いずれ

の遺伝子も増幅されなかった。 

２）TNR事業における放し飼い猫の病原体保有調

査： 2017年は、SFTSV、C. ulceransを検査した

ところ、抗SFTSV-抗体陽性個体はなかったが、1

00頭中4頭の猫からC. ulceransが分離同定され、ジ

フテリア毒素遺伝子も確認された。2018年は、3/

253が抗SFTSV-抗体陽性を示し、5/100からC. ulc

eransが分離・同定された。。 

 

６．愛玩動物における薬剤耐性菌に関する調査研

究 

１）薬剤感受性試験結果： 2017年から2021年3

月の間、TNR活動により去勢・避妊を行ったネコ

から採取した検体より、2017年 45検体、2018年

 107検体 2019年 122検体 2020年37検体 2

021年 24検体、計335検体から大腸菌を各2株分

離保存した。動物病院に疾患治療、去勢、避妊、

ワクチン接種等で来院した家庭ネコを対象とし

てインフォームドコンセントを得た上でアンケ

ート調査とともに直腸スワブを採取させていた

だいた。、分離された大腸菌212株について、デ

ィスク法により薬剤感受性試験を実施した。2020

年は例年大規模に実施されるTNRキャンペーン

活動が新型コロナ感染症対応で実施されなかっ

たため、病院内で散発的に実施されているTNR活

動の検体を採取した。動物病院に治療、去勢避妊、

ワクチン接種等で来院する家庭ネコ検体は2019

年 13検体、2020年 57検体 2021年 25検体 

および愛媛県内動物病院からの検体13検体（うち

院内飼育ネコ7頭） 計108検体から大腸菌を各2

株分離保存した。TNRネコに比べ、臨床例は大腸

菌分離率が低かった。 

ディスク法による薬剤感受性試験は地域ネコ2

12検体、家庭ネコ菌株中37検体から大腸菌各1株

について実施した。地域ネコからは27株 12％で

耐性菌が検出された。2種類以上の抗生物質に耐

性を示した菌株は19株検出され、そのうち4株

（2％）で6種類以上の抗生物質に耐性を示した。

動物病院に来院した家庭ネコから採取した菌株

からは、13株（35％）で耐性菌が検出された。検

出された全ての菌株が2種類以上の抗生物質に対

して耐性を持っており、そのうち、5株（14％）

で6種類の抗生物質に対して耐性を示した。中間

耐性を含めると地域ネコでは112株（50％） 家

庭ネコでは27株（73％）で耐性が認められた。 

 地域ネコではペニシリン系のアンピシリン、セ

ファロスポリン系のセファゾリン、アミノグリコ

シド系のストレプトマイシンで５％以上の菌株

で耐性が認められた。中間耐性まで含めるとセフ

ァゾリンに対して３５％、ストレプトマイシンに

対して、18％に耐性が認められた。家庭ネコでは

地域ネコと同様セファゾリンに対して耐性 2

2％、中間耐性を含めると60％と高い割合で耐性

が認められた。最も多くの検体で耐性が認められ

た抗生物質は、ペニシリン系で、アンピシリンに

対して30％、ピペラシリンに対して22％であった。

世代の高いセファム系、キノロン系に対する耐性

菌保有率が高い傾向が認められた（図）。 

薬剤耐性を示した地域ネコ検体19頭から分離

した各2株の大腸菌、臨床検体13検体中から分離

した各2株の大腸菌についてバイテックグラム陰

性菌感受性カードによる微量希釈法で感受性試

験を実施した。ディスク法では21種類、微量希釈

法では19種類、そうのうち、15種類について、同

一の抗生物質に対して感受性試験を実施した。デ

ィスク法と微量希釈法の結果を比較したところ、

セファム系抗生物質に対する薬剤耐性において、

セフメタゾールはディスク法が、セフォタキシム、

セフタシジム、セフェピムにおいては微量希釈法

で耐性を示す菌株が多かったが、微量希釈法で耐

性を示した菌株ではディスク法で中間耐性を示

す検体が多く認められた。 

ESBL産生菌の可能性が考えられる検体は臨床

例13検体中6検体、地域ネコ18検体中5検体であっ

た。地域ネコにおいて2018年に検体採取し、検査

を実施した107検体中5検体でESBLの可能性があ

る菌株が検出されたのに対し、2019年に検体を採

取し、検査を実施した60検体ではESBLの可能性

のある検体は認められなかった。 

ディスク法による薬剤感受性試験は分離した2

菌株中1菌株について実施している。微量希釈法

について2菌株で実施したところ、2菌株の薬剤耐
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性が明らかに異なる菌株は臨床例13検体中3検体、

地域ネコ18検体中5検体に認められた。そのうち

臨床例、地域ネコとも各3検体において1株でESB

L産生菌の可能性が考えられた。 

 

７．その他 

１）研究班の成果を踏まえたアウトプットとして、

まず、厚労省HPに掲載されている「カプノサイト

ファーガ感染症に関するQ&A」の更新と感染研一

般公開時の来客への説明･資料配布も行った。さ

らに、厚労省が毎年、作成して配布している「動

物由来感染症ハンドブック」の2019版への改訂に

おいて、その改訂作業を担当し、これまでのレイ

アウトと異なり、当研究班の目的とする国内で感

染患者が報告されている、より身近な（愛玩）動

物からの感染が危惧され、一般国民に啓発する必

要がある動物由来感染症に重点をおいた改訂を

行った。2020版への改訂作業では、初年度に行っ

た、より身近な（愛玩）動物からの感染に重点を

おいた改訂の精査と薬剤耐性菌の情報を追加し

た。 

２）構築したPCRを用いて患者からの依頼検体の

検討を行い、診断に用いられ得ることを確認した。

薬剤感受性試験では基礎的データが構築できStre

ptobacilllus属菌の第1選択薬であるペニシリン系

耐性株を1株が確認した。また、本PCRを用いて、

患者診断の依頼検査に対応した。 

３）B. canis検査用抗原の作成とそれを用いた検

査のバリデーションを行い、2020年10月21日付で

地方自治体衛生主管部局・日本医師会など関係諸

機関に、2020年10月26日以降、ブルセラ症の抗体

検査は民間検査機関で実施できなくなったため、

国立感染症研究所獣医科学部にて行政検査とし

て実施する旨、厚生労働省健康局結核感染症課よ

り通知を発出し、検査対応を開始している。 

 

Ｄ．考察 

１．各種愛玩動物由来感染症の発生状況調査： 

動物から人への病原体の伝播は距離が近いほど

容易になるので、古くから関係が親密な犬、猫も、

実は注意が必要な動物であり、多くの感染症の感

染源となりうる。また、国内繁殖が多くなったと

はいえ、元来、野生動物であったエキゾチックペ

ットは、付き合いも浅く、その習性や病気も十分

知っているとはいえず、やはり健康危害を加えう

るものとして注意が必要であると考えられた。愛

玩動物由来感染症対策を考える上で、現実的には

感染症法対象外の疾病が多く、それら感染症では

患者発生状況の把握も困難となっている。法整備

や医療機関との連携、市民を対象としたアンケー

ト等による実態調査などが必要であろう。また、

患者発生を減少させるための方法としては、飼育

者１人１人の知識と自覚を促すことが必要であ

り、さらなる情報発信等による啓発を元にした対

策が重要となると考えられる。 

 

２．カプノサイトファーガ感染症等に関する調査

研究： 3年間で計21例のC. canimorsus感染症例

を把握した。国内症例数は累計で114例となった

が、大半が敗血症を呈した重症例であり、致死率

は依然として約20％という高さである。質量分析

装置（MALDI-TOF MS）の普及により、菌種レ

ベルでの同定が各病院の検査室で可能になるに

つれて、感染症法による届出の義務のない本感染

症の症例数把握は難しくなっている面もある。全

体像の解明のために、軽症例を含めたさらなる症

例情報の集積に努めることが重要である。 

海外で、C. canimorsusのイヌ口腔内分離株では

約8％を占めるに過ぎない莢膜型A～Cが、ヒトの

臨床分離株では約90％を占めることが報告され

たが、国内臨床分離株でも同様に莢膜型A～Cの3

タイプが約97％を占めることが明らかとなった。

さらにこれらの莢膜型は国内のイヌ・ネコ口腔分

離株26株からは検出されず、ヒトに感染して重篤

な症状に至らしめる菌株は、イヌ・ネコが保有す

るC. canimorsusの中のごく一部のタイプのもの

に限られている可能性が示唆された。しかしなが

らイヌ・ネコ分離株については解析した株数が少

なく、今後さらに多くの知見を積み重ねて検証し

ていく必要がある。 

多糖類利用能関連遺伝子座（PULs）は、菌株に

よって保有する数や組み合わせが異なることが

明らかとなった。また、シアリダーゼ遺伝子のシ

ーケンスはイヌ由来株とネコ由来株で差異が認

められたが、その差異が病原性に関与するかは不

明である。 

薬剤感受性試験では、国内臨床分離株でペニリ

シン系耐性が約1割検出されているが、今回耐性

遺伝子の探索を行い、C. canimorsus臨床分離株の

ペニリシン系耐性にはクラスD β-ラクタマーゼ

が主に関与していることが確認された。blaOXA-

347遺伝子はこれまで海外でC. cynodegmiでの検

出が報告されていたが、より病原性の強い致死性

の敗血症原因菌であるC. canimorsusからのクラ

スD β-ラクタマーゼはこれが世界で初めての報

告となる。クラスD β-ラクタマーゼはカルバペ

ネム耐性をもたらす可能性もある薬剤耐性因子

であり、重大な潜在的脅威であることから、今後

も菌株の薬剤耐性獲得状況を継続的にモニタリ

ングしていくことが重要と考えられた。 

イヌ・ネコ由来のカプノサイトファーガ感染症

は、把握される症例数は比較的少ないものの、致

死率が高く、また治癒しても後遺症が残るケース

も多く、さらには診断に至っていない症例も未だ

相当数あると考えられる。本感染症の発症メカニ

ズムの解明を進め、予防・治療法の開発に貢献す
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ると共に、我々の研究成果の学術論文･学会報告

や、雑誌、新聞への掲載あるいは研究所HP等での

広報活動など情報提供を積極的に実施し、さらに

認知度向上をはかる必要があると思われる。 

 

３．イヌのエキノコックス症に関する発生状況調

査と感染予防に関する研究： 愛知県の野犬で観

察された3ヶ年の年次陽性率は1.5～3.3%で、阿久

比町・常滑市・半田市の3市町では継続して検出

されたが、美浜町と武豊町ではそれぞれ2018年と

2020年にそれぞれ単発で陽性例が検出されたの

みで、その後陽性が継続して検出されることはな

かった。また、愛知家の事業で抑留犬から陽性例

が検出された知多市および南知多町も本研究の

調査対象としたが、これらの地域でも陽性例は再

検出されていない。したがって、現時点において

知多半島は、エキノコックスの生活環が定着した

コアエリア（阿久比町・常滑市・半田市）と、そ

こで感染した個体の移動により一時的に陽性が

検出される伝播エリア（上記3市町以外）に分け

ることができると考えられる。今後は伝播エリア

における新規定着の有無等について半島内での

監視体制を継続するとともに、半島外への拡散防

止策を講じる必要がある。 

 北海道の農村部飼育犬を対象とした調査では6.

9～7.2%と高い陽性率が認められた。イヌの一般

的な陽性率を1%程度とする従来の知見とは明ら

かに異なり、野生動物間で高度な流行が維持され

ている地域では飼育犬の感染リスク低減は至急

の課題と考えられる。流行地であっても飼い主の

病気に対する情報（知識）は曖昧であり、イヌか

らの感染リスクについて正確な情報と対処方法

を伝え、飼い主の行動変化を促す必要がある。エ

キノコックス症の予防や治療に関する正しい情

報共有を進めるため、本研究も2020年に教育講演

会を検討していたが、COVID-19感染拡大防止の

ため、残念ながら開催することができなかった。 

 野犬発生状況調査の結果に基づき、エキノコッ

クス侵入時、23県において生活環が定着する可能

性が高いことが示された。これら高リスク地はさ

らに北海道や愛知県などの流行地とのヒトやイ

ヌの往来などから優先順位付けを行い、監視体制

の構築を検討すべきである。 

 

４．愛玩鳥を始めとした動物におけるクラミジア

感染症の調査研究： 愛玩鳥では継続してオウム

病クラミジアが維持されていることが明らかに

なった。一方，オウム病の感染源としてドバトに

着目し，クラミジアの保有状況を調査したが，今

回はクラミジアは検出されなかった。ドバトにお

けるクラミジア保有には季節性があるとの報告

がなされており，継続した調査が必要であると考

えられた。 

 ネコクラミジアがの保有率は22.2%と愛玩鳥に

おける4.8%よりもかなり高率であった。野外の猫

に触れる場合には，ネコクラミジア症の感染リス

クを考慮する必要がある。 

 ダニから検出されたクラミジアはいわゆる環

境クラミジアであった。これらダニが保有するク

ラミジアの病原体としての危険性は高くないと

考えられた。 

 クラミジアはヒトや家畜に伝播する可能性も

考えられるため、鳥類，野外ネコおよびダニが保

有するクラミジアの病原性の研究や継続的な調

査が必要である。 

 

５．エキゾチックアニマルの疾病解析と病理学的

検索 

１）愛玩用・展示用エキゾチックアニマル関連異

常死/大量死事例： (1) シリアンハムスターの甚

急性サルモネラ症による大量死：サルモネラ属細

菌は、腸内細菌科に属する経口感染する人獣共通

病原体で、OIEは下痢などの腸管感染症および全

身性感染症を起こす一方で、しばしば無症候性感

染症を引き起こし、臨床例および保菌動物の糞便

中に大量に排出され、環境の汚染を引き起こす可

能性があるとしている。 今回、サルモネラ属細

菌がハムスターに感染した時期や場所は特定で

きなかったが、PFGEパターンは過去、国内で確

認されていないパターンであること、2005年アメ

リカの動物施設で流行したヒトと猫の発症例か

ら分離されたS. TyphimuriumのPFGEパターンと

酷似していたことから、日本以外の国を由来とす

るS. Typhimuriumの可能性があった。日本におい

て、サルモネラ症は食中毒の1つとして捉えられ、

H30年18事例640人の患者の報告があった。そのう

ち、S. Typhimuriumを原因とするものは5.3％と多

くはないが、S. Typhimuriumによるサルモネラ症

において原因食品が特定されない場合は、動物と

の接触状況を調べる必要がある。(2) エルシニア

症は、人獣共通病原体であるY. pseudotuberculosi

sとY. enterocoliticaを原因とする急性腸管感染症

である。動物のエルシニア症のほとんどはY. pse

udotuberculosisを原因とする。ハイラックスにおけ

るエルシニア症に関する報告は少なく、その病態

に関する所見は限定的であったことから、本事例

で、病理学的特徴を明らかにしたことは有益であ

る。動物園に対しては、確定診断結果を連絡する

とともに、感染症に関する情報を提供し、その対

策について連絡した。(3) 死因が急性トキソプラ

ズマ症と診断されたことから、展示施設担当者に、

飼育環境、発症に至るまでの経過を確認したとこ

ろ、サル飼育施設内に猫が侵入することはないが、

展示施設と周囲の敷地との間に猫の侵入を防ぐ

ようなフェンスはなく、展示施設内では猫が目撃

されていた。よって、感染性のあるT. gondii の
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オーシストが何らかの方法でサル飼育施設に運

び込まれたと判断して、サル飼育施設内への汚染

物の持ち込みを防ぐ対策（踏み込み槽などの設置

と消毒薬交換の回数を増やすなど）、リスザルの

トキソプラズマ症では動物間で水平感染が生じ

ていることから、発症したサルを隔離すること、

サルの治療の際には十分に感染防御すること、見

学者への飛沫感染を防ぐため、見学通路の一時閉

鎖を行った。また、サル飼育施設内の土壌の汚染

が考えられたことから、土壌の入れ替えを検討し

たが、今回は、コクシジウムのための土壌消毒薬

を用いた。 一般に、旧世界ザルは、T. gondii に

対して抵抗性があるとされ、自然発生性のトキソ

プラズマ症の報告は見当らない。T. gondii は、

宿主域が非常に広い人獣共通病原体で、感染後体

内に残り、免疫能の低下などによって発症するこ

とがあり、非常に管理しにくい病原体である。感

染経路のほとんどは猫から排泄されるオーシス

ト、中間宿主の経口摂取であるが、タキゾイトの

粘膜感染、創傷感染も起こりうる。よって、サル

間の感染のみならず、サル飼育施設を利用する人、

サルを飼育・治療する従事者の健康被害が危惧さ

れる。そして、もっと注意すべきはニホンザルが

感染・発症する環境があることで、飼育施設従事

者に関しては十分な感染防御対策が必要と考え

た。(4)近縁のミンクがSARS-CoV-2に感染しかつ、

ヒトへの感染源にもなるため、慎重に検査を実施

した。結果としては、感染症の可能性は否定され、

発生状況、病理学的所見および動物の生物学的特

性を鑑みて、積み重ねてネットをかけることが多

い搭載の仕方での輸送により中央部分の3ケース

が高温となったことによる熱中症により死亡し

たものと推察した。フェレット死着事例は、2018

年にも病性鑑定しているが、これと類似する肉眼

像がみられた。2018年の検索でも死後変化が高度

でかつ冷凍されていたため、確定診断に至らなか

ったが、状況から熱中症が疑われた。 

２）TNR事業は動物病院のボランテイア活動とし

て実施されているが、野良猫の無秩序な増加を防

ぐ意味でも必要とされる事業である。低率であっ

ても人獣共通病原体の保有が確認されたことか

ら、TNR事業にかかわる獣医師、愛護団体および

ボランティアのリスク軽減のためにも、積極的な

調査と啓発活動が必要である。。 

 

６．愛玩動物における薬剤耐性菌に関する調査研

究： 愛玩動物由来感染症の中でもAMRは継続的

な調査とその結果を集約し対策を早急に講じる

べき公衆衛生上の問題であると考えられる。本研

究では、経年的に地域ネコおよび家庭ネコから採

取した直腸スワブから大腸菌株の分離保存をっ

ており、今後全検体の薬剤感受性試験を進めてい

く。地域ネコに比べ、家庭ネコでは臨床例では、

アンケート調査を実施しており、薬剤耐性を示し

た症例について、獣医療機関での抗生物質使用履

歴とともに、家庭内での人からの感染リスク、野

外環境からの感染リスクを評価し、薬剤耐性獲得

についての疫学的検証を進めていく。 

薬剤感受性試験では、ディスク法により耐性が認

められた検体についてバイテック２を用いた微

量希釈法による検討を行った。測定に用いた感受

性カードはJANIS管轄のグラム陰性菌対応カード

であるため、JVARM管轄の抗生物質については検

索を行っていない。地域環境における公衆衛生上

リスクを評価する上では引き続きJVARM管轄の

抗生物質を検索項目に加えることが重要と考え

られた。 

微量希釈法により各検体から分離した2菌株に

ついて検索を行ったところ、25%で感受性の異な

る菌株が認められたことから、ディスク法による

スクリーニングと微量希釈法を組み合わせた効

率的なモニタリング方法について検討を進める。 

 今回微量希釈法による検査を実施した32検体

中8検体においてESBL産生菌の可能性のある菌

株が認められたことから、今後、CAZとCVA/CA

ZおよびCTXとCVA/CTXによる確認試験を進め

るとともに、遺伝子型の検索を進めていく。国内

の伴侶動物におけるESBL産生菌の大腸菌からの

分離率は約11％という報告があり、現時点で、臨

床例からは13%検出されており、ほぼ同様の結果

であった。一方で、地域ネコからの検出率は3％

と低く、人為的な要因が関与していることが強く

示唆され、獣医療処置と家庭内環境の両側面から

の検討を進めていく。地域ネコでESBL産生菌が

検出されたのが、2018年に実施したTNR活動ネコ

からの検体であったことから、捕獲地域や捕獲情

報等について再調査を行うとともに、継続的な監

視が重要と考えられた。 

本研究は腸管内常在大腸菌を用いた検索であ

り、正常細菌叢において耐性菌を保有している可

能性が考えられた。今後、継続的に調査研究を行

い、各個体のアセスメントによる薬剤耐性菌出現

傾向についてリスク評価を行う必要がある。居宅

介護家庭において、愛玩動物は精神的よりどころ

となる一方、不適切な衛生管理や、動物との濃厚

接触等による人獣共通感染症および日和見感染

のリスク増大が危惧される。特にAMR対策では、

高齢者世帯において、ペットへの獣医療によるA

MR出現リスクのみでなく、高齢者の通院または

在宅治療増大に伴うAMR保有が家庭内ペットへ

の不顕性感染による常体的な暴露環境のリスク

が危惧される。ホストの免疫状態が低下により易

感染性となり、かつ重症化につながることから、

家庭内感染リスクについて評価し、居宅介護支援

者である在宅医療関係者、介護支援専門員（ケア

マネージャー）等との情報交換の場を設けワンヘ
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ルスサイエンスとして、人と動物の相互感染のリ

スクについての啓発普及が重要である。 

 

７．その他： 「カプノサイトファーガ感染症に

関するQ&A」や「動物由来感染症ハンドブック」

の更新を行い、感染研一般公開時の配布など一般

国民に認知してもらうよう努力はしたが、未だ不

十分と言わざるを得ない。今後はさらに寄り親し

みやすい媒体（パンフレット、シンポジウム、W

eb、HP、動画等）を利用して、定期的に、継続的

に情報発信･更新することが必要であると思われ

る。 

 ブルセラ症抗体検査用抗原の突然の製造中止

により、それまで、医療機関は民間検査機関に外

注依頼できていたものが不可能となり、結果とし

て感染研で抗原作成から検査まで全てをになう

こととなった。本件における問題点の一つには、

シングルサプライヤーがその製品の突然の供給

停止がどのような影響を与えるかと言うことに

思い至らなかったこともある。今回、4ヶ月ほど

しか準備期間がなかったが最低でも1年は必要、

すなわちその年度に最終ロットの製造をしてか

ら次年度より停止とすべきと思われる。動物由来

感染症の検査診断等に必要な試薬等は、特殊な物

も多く、シングルサプライヤーとなりやすいとか、

採算がとれにくいなど種々の問題がある。今後も

同様の問題が起こりうると想定されることから、

その際にどう対応するかなど、事前検討しておく

必要があると考えられた。 

 

Ｅ．結論 

愛玩動物の飼育にともなう、感染症を含め種々

の問題を考える上でリスク「0」はあり得ない。

従って、愛玩動物を飼育するに当たっては、飼

う・飼わないの決定段階から、常にリスクを「0」

に近づける努力や注意、そのための知識の習得が

必要ということになる。したがって、飼育者、愛

玩動物に業として携わる者に対して、適切な情報

を提示し、どのようなリスクが存在するのか、ど

うすればリスク低減が可能となるのかなどにつ

いて、理解してもらうよう務めることが必要であ

る。本研究では、現在国内で起こっている感染症

を中心に、さらに、認知度は低いが重篤な症状を

もたらしている感染症、これまであまり注意が払

われていなかった愛玩動物と耐性菌の問題など、

国民が現実的に直面しうる新たな問題にも焦点

を当てることにしている。 

これらの研究により得られた成果を元に、厚生

労働省から発行しているハンドブック「動物由来

感染症を知っていますか」について、国内の身近

な動物から感染しうる病気やペットとの付き合

い方、予防法等を前面に配置し、より一般にわか

りやすいよう改訂を行った。今後も、その成果を

論文、学会報告、総説等により情報発信すること

や、愛玩動物由来感染症に関するWebページの公

開、COVID-19の影響も有り本研究期間中にはか

なわなかったが、シンポジウムの開催も一つの手

段となろう。国民に対して適切な情報･知識の啓

発を行うことは、ひいては愛玩動物由来感染症の

発生数の低下をもたらし、公衆衛生行政への寄与

に結びつく。 
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資料１）動物由来感染症ハンドブック2021 

    「https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/000131914_00002.html」 

 

 
 



16 

 

資料２）国内における動物由来感染症発生状況 
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資料３）愛玩動物由来感染症の病原体、感染経路、宿主等 
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